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本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 小中一貫・幼保小連携教育の視点 

・主体的、対話的で深い学びの視

点から授業改善に努める。 

・算数は、全学年３展開による習

熟度別学習を実施する。 

・夏休み教室や放課後学習、地域

未来塾等を活用し、基礎学力の

定着を図る。 

・タブレット端末や実物投影機や

プロジェクター等のＩＣＴ機器

を活用した授業改善に努める。 

・授業におけるユニバーサルデザ

インを意識し、個に応じた指導

を行う。 

・他教科や行事等との関連を考えな 

がら、年間指導計画を立て、効果 

的に学習できるように配慮する。 

（カリキュラムマネジメント） 

・特別支援学級と通常の学級との交 

流および共同学習を計画的に行

い、理解教育の啓発を図る。 

・南田中図書館との連携を通して読 

書活動を充実させたり、情報処理

能力の育成を図ったりする。 

・体力調査結果および体力向上推進 

プランを活用して、日常の体育授 

業の改善を図る。 

・外国語活動・外国語の研究では「関 

わり合うこと」を重視した授業づ

くりに取り組む。 

・特別支援学級の研究では、キャリ 

ア教育「自己肯定感を高め、主体

的に行動できる児童の育成」を通

して授業の充実を図る。 

・人事考課制度の授業観察を活用し 

て、互いに授業を見合い、授業力

の向上に努める。 

・日常的に授業を公開するととも 

に、教員相互の授業参観を実施す

る。 

・スクールカウンセラーによる研修 

会を行い、児童理解に努める。 

・教育活動をＰＤＣＡサイクル 

で常に評価・点検し、改善策

を検討する。 

・各教科・領域の指導計画や評 

価計画を見直し、適正かつ信

頼ある評価につなげていく。 

・学校公開等の保護者アンケー 

トの結果を次年度の取組に反

映させる。 

・学校関係者評価の課題を明ら 

かにし、次年度の教育活動に

反映させる。 

・全教員による自己評価の結果 

を基に改善を重ね、共通理解

を図る。 

・土曜授業を公開し、保護者が

参観しやすい体制を整える。 

・タブレットを活用してベーシ

ックドリル、家庭学習に取り

組み、基礎・基本の定着を図

る。 

・ナンタナスタンダードをもと

にした学習を行い、家庭との

連携を図る 

・地域の人材と連携・協働した

教育活動を推進する体制づく

りを進め、教育課程の中で効

果的に行えるようにしてい

く。 

 

・小中一貫教育では目指す児童

生徒の資質能力を検討し、指

導の改善を図り、授業公開や

協議会等を実施する。 

・幼保小連携教育では、各教科

等の学習に円滑に接続でき

るようにスタートカリキュ

ラムを編成し、交流活動等を

通して、互恵性のある連携が

実現できるよう努める。 

 

児童の実態 
指導計画と評価計画 
全国・都の学力調査

の結果 

 

学校経営方針（学力向上に関わる要点） 

〇「分かる・できるようになる授業」による基礎基本の定着 

・授業のユニバーサルデザイン ・個に応じた指導の工夫 ・算数習熟度別少人数指導（全学年で実施） 

〇「主体的・対話的で深い学び」を促す授業の推進 

  ・言語能力の確実な育成    ・児童の学習への意欲や思考、判断力および表現力を高める  

  ・既存の知識、技能を活用しながら自ら課題を発見し解決に向けて学習の仕方を身に付ける（問題解決的な学習） 

〇読書の習慣化と読書教育の充実 

・南田中図書館、学校図書館の活用 夏休みの課題として、３年生以上全児童の「図書館を使った調べる学習コンクール」の参加 

〇幼保小連携教育、小中一貫教育の推進   

日本国憲法 
 教育基本法 
 学校教育法 
 学習指導要領 
 

 

各教科の指導の重点 

・基礎的・基本的な知識および技能の

確実な習得 

・算数習熟度別指導の推進、東京ベー

シック・ドリル診断シートの活用 
・課題発見と課題設定の工夫 
・意欲を引き出す過程の重視 
・互いに認め合い、学び合う場の設定 
・多面的に物事を考える場や自分の考

えを発表する場の設定 
・体験的な学習や問題解決的な学習の

推進 
・補充的、発展的な指導の充実 
・よさや可能性を伸ばす評価の工夫 

東京都 
教育委員会 
教育目標 

総合的な学習の時間の指導の重点 

・実社会や実生活との関わりを重視 

した探究的な活動の推進 

・自ら課題を見付け、自ら学び、自ら

考える活動の展開 

・学び方やものの考え方を身に付ける

活動の推進 

・各教科等との関連による深化 
・自ら学ぶことの習慣化 

練馬区 
教育委員会 
教育目標   

特別の教科道徳の指導の重点 

・道徳的価値の意義や大切さの理解 

・考え、議論する道徳への転換 

・多面的・多角的に考える学習を 

通しての自己理解、他者理解 

・各教科等との関連性を明確にした

指導計画に基づいた補充・深化・

統合 

特別活動の指導の重点 

・心身の調和のとれた発達と個性の伸長 
・集団の一員としての自覚とよりよい人 

間関係を築こうとする自主的・実践的 

な態度の育成（特別支援学級との交流 

を含む） 
・活動目標をつくり、その達成方法を話 

し合って役割分担するなど、自己を生

かす能力や合意形成能力の育成 

学校の教育目標 
○ 考え表現する子 
○ 助け合う子 
○ がんばり抜く子 

生活指導における指導の重点 

・挨拶が飛び交う学校 

・基本的な生活習慣の定着 
・学校いじめ対策基本方針に基づくいじ

めの未然防止・丁寧な対応 

・教育相談の充実 
・安全教育の充実 
・南田中小ＳＮＳルールの活用・更新 

キャリア教育における指導の重点 

・夢や希望、憧れる自己のイメージを描

き、努力する態度の育成 

・勤労を重んじ、自己の役割を果たす態

度の育成 

・学習の見通しをもち、振り返る習慣の 

育成 

・キャリア教育で目指す基礎的・汎用的

能力の育成 

外国語活動・外国語科における 

指導の重点 

・外国語に慣れ親しみ、学ぶ意
欲やコミュニケーション能力
の向上 

・言語や文化に対する理解を深
め積極的にコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度の育成 

 

南田中小学校における育成すべき資質・能力の育成 

 

           

 

なに 

   

 

 

 

 

 

 

【学力向上を図るための基本方針】 

○「一人一人が主体的に取り組み、表現できる児童の育成」という校

内研究主題と、「基礎学力の定着」「相手に分かりやすく説明するこ

と」「多様な考えを出すこと」を重視し、授業改善に努める。 

○各教科・領域にて言語活動をより充実させ、思考力・判断力・表現

力等をはじめとした資質能力の育成を図る。 

○区立南田中図書館を活用する計画を見直し、並行読書等の推進、読

書の質や読書量を向上させるなど、読書習慣および読書活動の充実

を図る。３年生以上児童全員が夏休みの課題として「図書館を使っ

た調べる学習コンクール」に応募し、調べる力、まとめる力の向上

を図る。 

○小中一貫教育では、近隣の授業公開や児童理解に関する情報交換を

行うことで、小中９年間を見通した系統的な指導を実践する。 

 
 

             

○基本的な生活能力    ○基礎・基本 

「基本的な生活習慣」  「学習習慣など」 

〇自律的活動力 

〇自己実現力 

〇人間関係、構築力 

〇社会貢献力 

 

 
何を知ってい

るか、何ができ

るか（個別の知

識・技能）を明

確にする。 

知っているこ

と、できること

をどう使うか

（思考力・判断

力・表現力等）

を明確にする。 

どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るのかを考えることができるようにする。 

 

どのように学ぶか 
主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善 

学習評価・カリキュラムマネジメントの充実 

保護者や地 
域の期待・ 
願い 

社会の要請 

多様な教育課題 

学校標語 「笑顔かがやき 優しさいっぱい」 


